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■
町
内
外
か
ら　

人
の
方
が
出
席

　

11
月
９
日
に
「
北
海
道
・
ア
ル
バ
ー
タ
州

姉
妹
都
市
連
絡
会
議
」
が
し
か
り
べ
つ
湖
ホ

テ
ル
福
原
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
は
、
北
海
道
と
カ
ナ
ダ
・
ア
ル

バ
ー
タ
州
の
間
で
姉
妹
提
携
を
結
ん
で
い
る

自
治
体
等
が
そ
れ
ぞ
れ
の
現
状
や
課
題
を
話

し
合
う
会
議
で
、
今
年
で
20
回
目
の
開
催
に

な
り
ま
す
。

　

会
議
に
は
ア
ル
バ
ー
タ
州
の
自
治
体
と
姉

妹
提
携
を
結
ぶ
道
内
７
つ
の
自
治
体
か
ら
10

人
が
参
加
。
ア
ル
バ
ー
タ
州
ス
ト
ニ
ィ
プ
レ

イ
ン
町
議
会
か
ら
ロ
バ
ー
ト
・
ト
ゥ
ワ
ド
ク

リ
ブ
議
員
、
ド
ゥ
ワ
イ
ト
・
ギ
ャ
ン
ス
キ
ー

議
員
が
参
加
さ
れ
る
な
ど
、
町
内
外
か
ら
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人
の
方
が
集
ま
り
ま
し
た
。

■
国
際
交
流
促
進
に
向
け
話
し
合
い

　

𠮷
田
弘
志
町
長
は
、
会
議
に
出
席
さ
れ
た

方
々
に
感
謝
の
意
を
表
し
、「
今
後
の
国
際

交
流
促
進
に
向
け
て
、
皆
さ
ま
の
活
発
な
発

言
に
よ
り
会
議
を
有
意
義
な
も
の
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
財
団
法
人
自
治
体
国
際
化
協

会
（
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｉ
Ｒ
）
の
木
村
陽
子
理
事
長
に

よ
る
「
自
治
体
（
市
町
村
）
の
国
際
交
流
の

意
義
と
今
後
へ
の
期
待
」
と
題
し
た
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
に
お
い
て
は
、
各
国
の
国
際
交
流
の

現
状
や
、
姉
妹
都
市
交
流
を
行
っ
て
い
る
国

内
の
自
治
体
の
実
例
な
ど
、
今
後
の
国
際
交

流
推
進
に
向
け
た
話
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
自
治
体
の
姉
妹
都
市
交
流
状
況

の
報
告
や
、
会
議
開
催
要
綱
の
一
部
改
正
、

次
回
役
員
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
行

い
、
今
後
の
交
流
促
進
に
向
け
て
情
報
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

■ 

ス
ト
ニ
ィ
プ
レ
イ
ン
町
議
会
議
員
来
町

　

会
議
に
出
席
す
る
た
め
ス
ト
ニ
ィ
プ
レ
イ

ン
町
か
ら
11
月
８
日
に
来
町
さ
れ
た
ト
ゥ
ワ

ド
ク
リ
ブ
議
員
と
ギ
ャ
ン
ス
キ
ー
議
員
は
、

滞
在
期
間
中
に
町
議
会
議
場
や
ほ
ほ
え
み
プ

ラ
ザ
、
も
み
じ
の
里
、
ひ
ま
わ
り
セ
ン
タ
ー
、

環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
な
ど
町
内
の
各
施
設
を

視
察
訪
問
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
鹿
追
高
校
で
授
業
を
見
学
し
た
り
、

笹
川
小
学
校
で
学
習
発
表
会
の
練
習
の
様
子

を
見
学
す
る
な
ど
、
鹿
追
町
の
児
童
・
生
徒

た
ち
と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

両
議
員
の
帰
国
日
で
あ
る
11
月
12
日
に
は

町
民
ホ
ー
ル
で
「
さ
よ
な
ら
昼
食
会
」
を
開

催
。
町
内
か
ら
お
よ
そ
30
人
の
方
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

埴
渕
賢
治
鹿
追
町
議
会
議
長
は
「
こ
れ
か

ら
も
ス
ト
ニ
ィ
プ
レ
イ
ン
町
と
鹿
追
町
の
友

好
の
輪
が
永
く
続
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。
ま

た
、
両
議
員
に
お
い
て
は
更
な
る
親
交
、
交

流
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
」
と
期
待
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
参
加

さ
れ
た
皆
さ
ん
は
両
議
員
と
の
別
れ
を
惜
し

み
な
が
ら
も
、
再
会
を
誓
い
楽
し
く
歓
談
し

ま
し
た
。

𠮷田弘志町長のあいさつ

CLAIR 木村陽子理事長による講演

さよなら昼食会（右から２人目ギャンスキー
議員、同３人目トゥワドクリブ議員）

町
内
視
察
：
笹
川
小
学
校
、
ひ
ま
わ
り
セ
ン
タ
ー

第
20
回 

北
海
道
・
ア
ル
バ
ー
タ
州

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

姉
妹
都
市
連
絡
会
議 

開
催

〜  

ス
ト
ニ
ィ
プ
レ
イ
ン
町
か
ら
も 

議
会
議
員
２
人
が
出
席  

〜
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定
住
促
進
住
宅
建
設
奨
励
制
度

■
対
象
者

　

鹿
追
町
に
住
所
を
有
す
る
方
ま

た
は
、
町
外
か
ら
の
定
住
希
望
者

で
町
内
に
居
住
す
る
た
め
の
住
宅

を
新
た
に
新
築
す
る
方
、
お
よ
び

介
護
保
険
法
も
し
く
は
障
害
者
自

立
支
援
法
に
規
定
す
る
住
宅
改
修

を
行
う
方
。

■
助
成
内
容

○ 

住
宅
の
建
設
に
係
る
主
た
る
施

工
者
が
町
内
業
者
等
の
場
合

　

建
設
面
積
１
㎡
当
た
り
１
万
円

を
商
品
券
で
助
成
し
、
１
０
０
万

円
を
限
度
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、

産
業
後
継
者
ま
た
は
産
業
実
習
生

用
住
宅
の
場
合
は
、
１
住
宅
に
つ

き
１
０
０
万
円
と
し
ま
す
。

○ 

住
宅
の
建
設
に
係
る
主
た
る
施

工
者
が
町
外
業
者
等
の
場
合

　

建
設
面
積
１
㎡
当
た
り
１
万
円

を
商
品
券
で
助
成
し
、
50
万
円
を

限
度
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
産

業
後
継
者
ま
た
は
産
業
実
習
生
用

住
宅
の
場
合
は
、
１
住
宅
に
つ
き

50
万
円
と
し
ま
す
。

○
住
宅
改
修
の
場
合

　

住
宅
改
修
に
要
し
た
費
用
の
額

の
９
割
に
相
当
す
る
額
か
ら
介
護

保
険
法
お
よ
び
障
害
者
自
立
支
援

法
に
よ
り
支
給
さ
れ
た
住
宅
改
修

費
の
支
給
相
当
額
を
差
引
い
た
額

と
し
、
32
万
円
を
限
度
に
商
品
券

で
助
成
し
ま
す
。

■
助
成
対
象

○
新
築
の
場
合

　

延
床
面
積
50
㎡
以
上
、
建
築
費

用
５
０
０
万
円
以
上
の
新
築
住
宅
。

※ 

改
築
（
建
て
替
え
）
は
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。

※ 

産
業
後
継
者
・
産
業
実
習
生
用
に

建
設
す
る
場
合
は
、
延
床
面
積
30

㎡
以
上
、
建
築
費
用
３
０
０
万
円

以
上
の
新
築
が
対
象
。

○
増
築
の
場
合

　

増
築
延
床
面
積
10
㎡
以
上
、
増

築
費
用
１
０
０
万
円
以
上
で
既
存

住
宅
の
延
床
面
積
を
増
加
さ
せ
る

場
合
。

※ 

増
築
の
対
象
は
、
高
齢
者
（
65
歳

以
上
）、
障
害
者
（
１
〜
３
級
）、
産

業
後
継
者
、
産
業
実
習
生
の
居
住

の
用
に
供
す
る
場
合
の
み
で
す
。

○
住
宅
改
修
の
場
合

　

介
護
保
険
法
ま
た
は
障
害
者
自

立
支
援
法
に
規
定
さ
れ
る
住
宅
改

修
で
、
改
修
費
用
が
同
法
に
基
づ

き
支
給
さ
れ
る
住
宅
改
修
費
の
支

給
限
度
額
（
18
万
円
）
を
超
え
る

場
合
。

■ 

有
効
期
限

　

平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で

 

賃
貸
住
宅
建
設
促
進
制
度

■
対
象
者

　

鹿
追
町
内
に
賃
貸
住
宅
（
一
団

の
土
地
に
建
設
さ
れ
る
４
戸
以
上

の
住
宅
で
賃
借
人
が
賃
貸
人
と
の

契
約
に
基
づ
い
て
入
居
す
る
住

宅
）
を
建
設
す
る
方
。

■
助
成
内
容

　

建
設
面
積
１
㎡
当
た
り
１
万
円

を
商
品
券
で
助
成
し
、
３
０
０
万

円
を
限
度
と
し
ま
す
。

■
助
成
対
象

　

賃
貸
住
宅
の
各
戸
が
一
つ
の
世

帯
と
し
て
独
立
し
て
家
庭
生
活
を

営
む
こ
と
が
で
き
、
各
戸
の
延
床

面
積
が
30
㎡
以
上
の
組
立
式
仮
設

住
宅
以
外
の
賃
貸
住
宅
で
新
築
に

限
る
。

■ 

有
効
期
限

　

平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で

 

指
定
・
交
付
な
ど
の
申
請

　

助
成
を
受
け
る
た
め
に
は
、
所

定
の
申
請
書
を
事
前
に
提
出
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
左
記
窓

口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

申
請
は
、
審
査
を
経
て
指
定
・

交
付
の
可
否
決
定
を
行
い
ま
す
。

 

担
当
・
問
い
合
わ
せ
先

  

企
画
財
政
課 

企
画
開
発
係
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『
定
住
促
進
住
宅
建
設
奨
励
制
度
』
お
よ
び

『
定
住
促
進
住
宅
建
設
奨
励
制
度
』
お
よ
び

　
　
『
賃
貸
住
宅
建
設
促
進
制
度
』
の
お
知
ら
せ

　
　
『
賃
貸
住
宅
建
設
促
進
制
度
』
の
お
知
ら
せ

　

鹿
追
町
で
は
現
在
、
町
の
活
性
化
を
目
指
し
、
住
み
た
く
な
る
よ
う
な
魅
力
あ

る
地
域
づ
く
り
と
定
住
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
24
年
３
月
31
日
を
期

限
と
し
て
、「
個
人
住
宅
」
と
「
賃
貸
住
宅
」
を
建
設
す
る
方
、
お
よ
び
介
護
保
険

法
も
し
く
は
障
害
者
自
立
支
援
法
に
規
定
さ
れ
る「
住
宅
改
修
」を
行
う
方
に
対
し
、

町
内
で
使
用
で
き
る
商
品
券
を
交
付
す
る
助
成
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
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